
民
主
主
義
者
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
称
揚
さ
れ
た
二
宮
金
次
郎

一
九
四
五
年
夏
、
連
合
国
に
降
伏
し
た
日
本
に
、
占
領
軍
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
最
高
司
令
官
と
し
て
赴
任
し
た
ダ
グ
ラ
ス
・
Ｃ
・
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
は
、
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
確
執
か
ら
、
五
〇
年
四
月
に
ト
ル
ー
マ

ン
大
統
領
に
解
任
さ
れ
て
米
国
に
も
ど
っ
た
。
翌
年
、
彼
が
連
邦
議

会
の
公
聴
会
で
証
言
し
た
と
き
、
同
じ
敗
戦
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
を
引

き
合
い
に
出
し
、
現
代
文
明
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
わ
れ
わ
れ
ア
ン

グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
や
ド
イ
ツ
人
が
四
五
歳
の
大
人
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
日
本
人
は
歴
史
は
古
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
二
歳
の
少
年
に

す
ぎ
な
い
、
と
述
べ
た
。

ド
イ
ツ
人
は
科
学
や
文
化
、
芸
術
に
お
い
て
も
水
準
が
高
く
、
第

一
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
に
は
近
代
的
で
民
主
的
な
国
家
体
制
を
築
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
チ
ス
を
受
け
入
れ
第
二
次
世
界
大
戦
を
招

い
た
。
た
だ
ド
イ
ツ
人
は
、
国
際
情
勢
に
対
す
る
認
識
も
持
ち
、
熟

考
の
挙
げ
句
戦
争
を
起
こ
し
た
け
れ
ど
も
、
日
本
人
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
、
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
語
っ
て
い
る
。
占
領
政
策
に
お
い
て

も
、
日
本
人
に
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の
モ
デ
ル
や
基
本
的
な
概
念
、

と
く
に
民
主
主
義
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
原
点
か
ら
教
え
る

必
要
が
あ
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
考
え
た
よ
う
だ
。

占
領
軍
の
最
高
権
力
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
退
任
の
際

に
空
港
に
向
か
う
彼
を
見
送
る
た
め
に
、
二
〇
万
人
の
人
々
が
沿
道

に
参
集
し
た
と
い
う
ほ
ど
、
日
本
人
の
間
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
人
気

は
高
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
発
言
が
日
本
に
伝
わ
る
と
、
失
望
や
怒

り
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

そ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
率
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
、「（
奴
隷
解
放

宣
言
の
）
リ
ン
カ
ー
ン
元
大
統
領
に
も
匹
敵
す
る
民
主
主
義
者
」
と

し
て
評
価
さ
れ
た
の
が
、
二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）
で
あ
る
。
紙
幅
が

な
い
の
で
こ
と
の
次
第
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
二
宮
金
次
郎
に
対
す

る
評
価
に
は
、
日
本
を
共
産
主
義
か
ら
守
る
と
い
う
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ね
ら

い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
ま
も
な
く

米
ソ
間
の
冷
戦
が
は
じ
ま
り
、
戦
犯
の
捕
縛
・
処
分
や
財
閥
の
解
体

な
ど
の
戦
後
処
理
が
す
む
と
、
今
度
は
日
本
を
あ
ら
た
め
て
共
産
主

義
の
防
波
堤
と
し
て
つ
く
り
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。

金
次
郎
は
戦
前
の
修
身
の
教
科
書
に
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
、

修
身
教
育
に
お
け
る
二
宮
金
次
郎
像
普
及
の
意
図
と

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」

小
澤 

祥
司
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